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2019 年（令和１年）9月 2 0日
●＜ろん・ぽわん＞レビューの世界

●紙魚の繰り言　第２５回

●『自然食通信』の創刊から休刊。そして

●悲しき、品切れと絶版本 ①

●図書館を離れて（第４４回）

レビューの世界

　エネルギッシュでスピーディーなダンスに心躍る

美しい音楽。豪華絢爛なステージときらびやかな衣

裳――。めくるめく魅惑の舞台“レビュー”を愛し

てやまない。

　大阪を拠点に活動している女性だけのレビュー劇

団「ＯＳＫ日本歌劇団」の公演を観劇するため、私

は祇園祭で熱気溢れる夏の京都へと出かけた。

　「ＯＳＫ日本歌劇団」は大正 11(1922) 年、歌舞伎

や文楽、新派といった演劇興行を手掛けていた松竹

が、大阪道頓堀の松竹座の開場に合わせ音楽劇を上

演しようと「松竹楽劇部」として結成したことが始

まりである。日舞と洋舞の華やかなレビュー『春の

おどり』などで人気を博し、宝塚歌劇団、姉妹劇団

の松竹歌劇団（ＳＫＤ）とともに、日本の三大少女

歌劇団としてレビュー文化を牽引してきた。名称や

経営母体は変遷しているが、劇団員の情熱と多くの

支援者の支えにより劇団存続の危機を乗り越え、今

年で97周年を迎えている。

　少女歌劇の歴史は大正３(1914) 年、兵庫県宝塚

市のパラダイス劇場で幕を開けた現在の「宝塚歌劇

団」から始まる。昭和２(1927) 年には日本初のレ

ビュー『モン・パリ』を上演するなど、レビュー時

代のさきがけであった。女性だけの劇団はたちまち

評判を呼び、全国各地に少女歌劇の劇団が誕生す

る。松竹は大阪のＯＳＫに対し、東京を本拠地とし

た「ＳＫＤ松竹歌劇団」を昭和３(1928)年に発足。「歌

の宝塚、踊りの松竹」などと人気を二分するほど

一世を風靡した。大正から昭和にかけて、レビュー

は全盛期であった。

　しかし娯楽の多様化など様々な要因により、徐々

にレビューは人気が低迷していく。戦争や自然災害

などでひっそりと幕を下ろし、人々の記憶から忘れ

去られた少女歌劇も少なくない。

　『少女歌劇の光芒　ひとときの夢の跡』（倉橋滋樹・

辻則彦著／青弓社／ 2005 年）には、そうした各地

の劇団の貴重な資料や写真、元団員ら関係者のイン

タビューなどが収められている。北海道から九州ま

で、名前を聞いたこともないような劇団もあり、当

時はこんなにも各地で少女歌劇が盛んであったの

か、と感慨深い。

　平成に入りＳＫＤがレビューの歴史に幕を引き、

変わらず大劇場でレビューをみられるのは宝塚だけ

となってしまう。一時は衰退してしまったかに見え

たレビューだが、ＯＳＫが平成 16(2004) 年、66年ぶ

りに誕生の地、大阪松竹座で『春のおどり』を復活

させる。以来、毎年上演を重ね、平成 26(2014) 年

からは東京の新橋演舞場でも公演を行うなど、うれ

しい兆しも見えてきた。今後もさらに質の高いダン

スや歌で、ＯＳＫならではのダイナミックなレビュー

を上演し続けてほしい。

　華麗な絵巻のような“レビュー”の世界を楽しむ

ひとときを、ずっと大切にしたい。（ささきえり）
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シロその後

　ネコのシロは我が子のチビが亡くなってしまって

も、悲嘆にくれた様子もなく外を元気に飛び回って

います。ネコは屋内で飼わなくてはいけないという

テレビ広告も放送されていることは承知しています

が、シロの様子を見ていると、外で自由に遊ばせて

やりたいと思ってしまいます。幸い、我が家の敷地

はそこそこ広いですし、隣の家の境も生垣ではネコ

にとっては障壁にもならず、しかもお隣ではネコは

飼っていないので、シロにとっては全部が自分の家

のようなものです。たとえ、他のネコが現れても、

縄張りの余裕はたっぷりとあります。

　そのため道路に飛び出すこともなく（わが家に

迷い込んだ当初は、道路をわたって美術館の前庭

あたりを歩いていましたが）、サルスベリの木の下

の石灯籠の上や、アジサイなどの植木の枝の陰、

あるいは動いていないエアコンの室外機の上など、

敷地の中で天候に応じて、自分の気に入った所を

居場所に決めて、悠々と暮しています。たまには、

スズメ、ネズミ、トカゲ、バッタなどを捕まえて

見せにきたりもします。そのうえで、食べてしま

います。それでも外に出てはだめでしょうか？

　ただ、１匹になった後のことですが、よそのネ

コと喧嘩でもしたのか（不妊手術はしています）、

シロがノミをもらってしまって、そのノミが我が

家の中でも増えてしまい、大変つらい思いをしま

した。シロ自身も、しばらくの間家の中に入るの

を控えていたように感じます。それまで夜は母親

の布団の脇で寝ていたものが、すっかり外になっ

てしまいました。ノミをうつしてはいけないと、

本能的に感じているのでしょうか？　それにして

も、ノミにくわれると、かゆいこと、かゆいこと。

しかし、ノミの駆除薬が効果を発揮して、シロに

ノミがいなくなると、家の中のノミもほとんどい

なくなりました。不思議です。

　すると、シロも家に入り、母親の布団の脇で寝

るようになりましたし、再び母親の膝に乗って体

を預けてくつろぐようにもなりました（シロは家

の中に入りたい時には、一声キーと鳴くか、跳び

上がって網戸に張り付いて、アピールします）。た

だし、家の中の物の配置を忘れているらしく、慎

重に警戒して家の中を歩いています。

　それでも、外は外で気持ちいいのでしょう。今

日もトタン屋根に登って、ゆったりと寝ています。

カラスに襲われやしないかと、こちらは心配して

しまいますが。

ネコの女神　バステト神

　さて、エジプト神話のバステト神と大食いネコ

の系列の北欧の昔話に直接的なつながりがあるわ

けではありませんが、ネコが象徴しているイメー

ジが似通っている可能性があるということから、

もう少し考えておきたいのです。特に、エジプト

は人類が初めてリビアヤマネコを家畜化したと考

えられている地です。ということは、ネコという

存在について、最も古くから考えをめぐらせてい

たということでしょう。

　参考文献

　・澤井聖一，近藤雄生『家のネコと野生のネコ』エク

　　スナレッジ／ 2019

　実は、エジプト神話のバステト神については、以

前に、主に高校生を対象に、私の好きな本の紹介を

した時にネコをテーマとした本として取り上げたの

ですが、この連載では見事に忘れていました。

　まず、波津彬子のマンガ『女神さまと私』（小学

館／ 2009）です。バステト神が 20 世紀前半のイ

ギリスによみがえるのですが、依代は今にも死に

そうだった貧相で小さなネコ（ただし、かわいい）。

そのため、パワー不足はまぬがれず、スピリチュ

アルな力を使うと、その後、体力を消耗して寝て

しまう傾向があります。ライラと名付けられたネ

コは、飼い主のイーディスを巫女として、いつの

日か大きな神殿で自らは神としてかしずかれるこ

坂部　豪

紙魚の繰り言　第２５回　
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とを夢見ています。はたして、そんな日は来るの

でしょうか？　そもそも合理的な精神の持ち主の

イーディスに神として認められるようになるのか、

楽しみにしていたのですが、なぜか単行本２巻目

で話が終わってしまい、ライラのその後が分から

なくて、非常に残念です。

　古代エジプトのバステト神は元は下エジプトの

ブバスティス（ギリシア語。エジプト語ではペル・

バステト＝バステトの館）の地方神で、第２王朝（前

2890―2686）の頃から信仰されていました。姿も

初めは頭が雌ライオンで、性質も猛々しく、ファ

ラオの側にあり、ファラオを守る役割を担ってい

たのに、他の女神と同一視されて、その神と同じ

力や性質を宿すことになり、徐々に変化をとげ、

愛情と多産、誕生、豊穣、音楽などを象徴する神

となり、格好も右手にシストラムというガラガラ

のような楽器を持ち、異国風のお洒落な（？）衣

装を着るようになりました。特に、第 22 王朝（前

945―715）では、ブバスティスに王都がおかれ、

バステト神への信仰がエジプトあげてのものとな

りました。ブバスティスにはバステト神の神殿が

もうけられ、大きな祭りが催されたといいます。

　古代エジプトの人たちは３千年近くも、ネコを

崇め、愛していたのです。

　このバステト神の多産というところが、安産に

つながりますし、産みだすもの、母なるものの象

徴ということになるのではないでしょうか？　一

方で、ユング心理学でいう飲み込む存在としての

グレートマザーにもつながります。そこから、死

と再生のテーマとのつながりも、想像できます。

つまり、大食いネコの系列の話につながるのでは

ないでしょうか。『女神さまと私』のなかでも、「昼

の船・夜の船」のエピソードで、ライラに「妾は

誕生と再生の女神」と言わせています。

　ただ、北欧神話では、女神フレイヤの乗ってい

る戦車を引くのがネコということになっています

が、母なるものとのつながりは感じられません。

なお、それ以外には、ネコの登場するものは見つ

けられませんでした。

　参考文献

　・ステファス・ロッシーニ／リュト・シュマン＝アン

　　テルム『図説エジプトの神々事典』河出書房新社／

　　1997

　・池上正太『エジプトの神々』新紀元社／ 2004

　・池上正太『猫の神話』新紀元社／ 2013

　・子猫のへや「古代エジプトと猫」

　https://www.konekono-heya.com/history/egypt.html

　　　　　　　　　　　　　　　　（2019/8/31　確認）

　もう一つ紹介しておきたいのが、メアリ・シュ

トルツ作の『鏡のなかのねこ』（偕成社／ 1981）

です。バステト神の話ではないのですが、古代エ

ジプトの生活が生き生きと描かれ、魅力的なネコ

が登場します。

　母親との折り合いに悩むイリンは学校でもいじ

められています。しかし、エジプト人のセティ・

ガメルが新入生として現れたことをきっかけに状

況が変わりはじめます。ある日、イリンはメトロ

ポリタン博物館でいじめっ子から逃れようとして

叫びます。「バステット！　ねこの女王さま！　あ

たしをたすけて！」　イリンは古代エジプトにタイ

ム・スリップをしてしまったのでした。そこでも、

イリンは母親との折り合いに悩むのですが…。

　イリンは古代エジプトで出会ったネコのタシと、

現代のニューヨークで再会することができたので

した。

　バステト神は誕生と再生の女神なのです。同じ

ように、大食いネコも死と再生を司っています。

再生することによって、人は生き直すチャンスを

得ることができます。イリンは家族や学校の友人

といった人たちとの関係を築きなおす力をバステ

ト神から受け取ったのでしょう。大食いネコに食

べられた人たちは、ネコのお腹から出てくる時に、

飲み込まれた時のまま出てきます。まるで、お腹

の中で時が止まっていたかのように。

　　　　　　　　　　　　　　　（さかべ たけし）
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りたい」「八百屋始めた」「ドキュメンタリー映画上

映会」など多彩な情報が寄せられて全体の 1/3にも

ページは拡大、読者参加型の個性を持つ雑誌の顔の

ひとつに成長していきました。

　「豆腐」から始まった連載「手づくりのすすめ」

も人気が高く、６年後に単行本化したものも今日ま

で通算38刷を数える心強い現役です。

　「アトピーで苦しむ孫・子どもに無農薬・無添加

のものが欲しい」という多数の問い合わせには、「ア

トピーって何？」と子育て中家族の食卓で起こって

いる変事に衝撃を受け、じっくり取材を重ねて 39

号からの「アレルギーと食べもの」の連載へ結実し

ました。

　成長する雑誌を作るのは張り合いがありました

が、「安全な食べ物はどこに」と雑誌に「ハウツー」

を期待していた人たちは離れていき、部数はしだい

に減少、経営も苦しくなっていきました。

　全国各地の読者からの地域の暮らしに密着した情

報や、地方文化の血が通う取材原稿をいただいたり

と、濃密な地域発信が詰まった『自然食通信』も赤

字経営の苦しさに体力気力耐えきれず、1996年いっ

ぱいで休刊に。

　休刊直前の 10月にこちらも創刊時からの連載企

画から産まれた単行本『自家製天然酵母のパンづく

り』は、日本の天然酵母パンブームを牽引していき

ました。台所にある身近な人参・ジャガイモ他の野

菜や果物を発酵させた自家製酵母と小麦粉と塩だけ

でパンが作れることが読者の興味に火をつけ、号を

追うごとに「レーズンは失敗しない！」「りんごの

皮でも！」と誌上で濃密な情報交流を図りつつ進化

を重ね、しばらくは他の追随を許さない単行本を支

えた土壌となったのは確かです.

　先日、雑誌をぜひ自分たちに復刊させてもらいた

いと、若い女性たちが事務所を訪れ、熱心に話して

いかれましたが、思いがけない事態勃発です。さて

その先はどうなりますことやら。

　　　　　　　　（よこやま とよこ：自然食通信社）

　ひとりで出版社をおこし、気がつけば39年。

　「手持ちの資金はないが、ダメモト」と、区に融

資の相談に行ったら数日後、担当の女性二人が自

宅を訪問、「女性に事業資金を融資する先例に」と、

100万円の融資決定。（※現在は 500万円）

　軍資金はこれのみ。古い木造アパートの一室の契

約金と、96頁 3000部のミニコミの制作費は賄える。

翌 1981 年６月、そのまま社名にもなった隔月刊雑

誌『自然食通信』を創刊しました。

　敗戦後の焦土から高度経済成長へと奇跡の復興を

遂げたと言われた 1960年代から 70年代。その陰で

は農村で頻発していた農薬中毒事故や、食べる側か

らは野菜に残留する農薬への疑念、全国の工業地帯

で排出される大量の有害物質のため工場で働く労働

者や住民の健康被害、広がる環境汚染などの問題が

連日、新聞・テレビなどメディアで大きく報道され

ていました。

　妊娠中の後輩と助っ人の夫ともども印刷入稿前の

追い込み作業に入った頃に、全国紙が「情報誌『自

然食通信』創刊！」と小さな記事を掲載、それを追っ

てＮＨＫラジオで 15分のインタビューが放送される

と、電話と手紙・葉書に加え現金書留まで届き始め、

あっという間にダンボール箱２つが満杯に。そうし

た反響に後押しされ、好スタートを切ることができ

ました。

　「自然な食べ物 自然な暮らし」をテーマとした創

刊号の特集は「無農薬野菜を食べる人が増えてい

る」。高まる健康不安に、産業優先の国の対応は鈍く、

各地で自然発生的に農家と、子どもたちの命を守ら

なくてはと危機感を強める家庭の主婦たちが行動を

起こした産直共同購入運動の活気溢れる姿を取材し

ています。

　これにはすぐに読者から「農薬を使う、使わない

で農家を分断するのか」と厳しい指摘が届き、編集

部も共に考えたくて、次号で掲載することに。

　これをきっかけに＜情報交差点＞と名づけた意見

交換の場には「農薬・科学肥料を使わない百姓にな

『自然食通信』の創刊から休刊。そして

横山 豊子
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　あなたは欲しい本が手に入らなかった経験はな

いだろうか？　本は出版されたら一生、流通し続

けられるわけではない。誰かの手許に生涯残るこ

とがあっても、書店でずっと並べられ、定番タイ

トルになれる本は、数ある本のなかでもほんの僅

かだ。では定番タイトルとは？　文字通り、現在

も読まれている本。すぐタイトルが浮ぶような多

くの人が知る本。古い時代の人が書いた文学や文

献等でも、今も一定の新しい読者を持ち、本が買

われ続けることがそれにあたるだろうか。では本

が流通し続けていける基準はどこにあるか。出版

社によっても考え方は違ってくるが、大きくは年

間に何冊売れるかで判断するところが多いのでは

ないだろうか。長生きする本は、時代を追わない、

流行物ではない本が多い。児童書はその意味でも

普遍的なテーマを扱ったものが多く、自分が読ん

でいたものを自分の子どもにもと、選ぶケースも

多い。そんな本は一時的なベストセラーではなく

ロングセラーとして長く読み継がれ、刷数を重ね、

奥付に３桁の刷数を見る本も少なくない。とはい

え児童書なら必ず売れ続けるわけでもなく、ロン

グセラーになるものも、その中の一部に過ぎない。

　『子どもと読書』編集部の 2018 年の児童書新

刊出版点数調査表によると 2018 年には児童書が

3333 冊出版されている。その中で重版に至る本は

半分もいかないのではないだろうか。もっと少な

い可能性だってある。朔北社で現在稼動している

本の中では絵本 45 冊中 20 冊、児童書読み物 27 冊

中９冊、一般書（各ジャンル合算）34 冊中４冊が

重版がかかったことのある本だ。その中には初版

のあと１回だけの重版という本も含まれる。定期

的に重版がかかるのは 33 冊中９冊程度だ。新刊が

並べられ動きがない本は次第に本屋の店先から消

えてしまう。そういう本は重版されない可能性が

高い。ロングセラーになりやすい子どもの本であっ

ても初版を売り切るのに長い時間かかる場合もあ

るし、そこまで到達しないうちに海外の契約期間

到来というタイムリミットを迎えてしまう本もあ

る。出来ればそうならないようにしたいが、避け

て通れない絶版の壁。海外との契約は年数がキッ

チリと５～ 10 年を限度として区切られており、そ

れを超えて販売継続したければ別途更新料を払う

必要がある。売れている本は迷いなく更新、支払

の運びになるが、売れていないと、契約期限到来

が恐怖に変る。思い入れのある本でも、売れてい

ない本に対して更にお金をかけることは難しい。

会社は商売だから、余裕がなければ再契約をあき

らめざる得ない。大切な本がそんな経過をたどる

時、胸が締め付けられるような気分になる。

　売れない本は全て絶版か？　それもまた違うの

だが、その中でも何を遺していくか選択すること

は本を出版する時と同様に会社の在り方や、考え

の方向性をも反映している気がする。一冊ずつは、

一見ばらばらに見えるかも知れないけれど、そこ

には会社の人たちの考えが色濃く反映されている

はずだ。人が本を作る。だから、著者だけでなく、

関わった全ての人たちの何かがやはり出来上がっ

た本に詰まっている気がする。本を売るというの

は単に消耗品を売るというのとも違う。それぞれ

の考えを、思いを売るという感じに近いかもしれ

ない。

　売れるものだけを残したら売上や効率もよくな

るかと思うかもしれないが、実は違う。よく売れ

るものがあり、時々売れるもの、年に一度売れる

ものそれぞれがが互いを生かし合っているように

思う。本屋も、おそらく売れ筋だけでは、目を引

く棚にはならない。もしもドラえもんが実在して

ポケットから「簡単コピーマシン！」と言いなが

ら少部数を安く刷れる秘密兵器でも出してくれた

ら品切れや絶版もなくなるかもしれない。だがド

ラえもんはいない。これからも、絶版と品切の葛

藤はなくならないだろう。好きな本を遺していく

為に個人が出来る事は、その本を買うという事と

その本を好きそうな人にそっとその存在を教えて

あげるくらいなのかなあ。

　　　　　　　　　　（みぞかみ まきこ：朔北社）

悲しき、品切れと絶版本 ①

溝上 牧子
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　引き続き、「図書館員」に関する新聞記事から、

戦前の図書館員がどのように新聞にとりあげられて

いたか垣間みてみたい。

　見出しを原文のまま古い順に並べ、／の後には記

事の要約を記した。教習所等名称は種々使用されて

いるが新聞記載のままとした。

1926（大 15）年４月　本年卒業の婦人図書館員；

興津寿江さん／「上野の帝国図書館内にある文部省

直轄図書館講習所を今年卒業した年若いライブレー

リアン」の中の１人である興津さんを取材。図書館

員を希望した理由は「おちついた着実な仕事」で「発

達の見込ある職業」と思うので、「両親や先輩のすゝ

める儘にそれを志願」したという。興津さんの顔写

真が掲載されている。

1926（大 15）年８月　今一つの職業婦人；ローサ

ンゼルス図書館に働くミラー嬢／「米国では図書館

と云ヘば殆ど女性独占の職業ででもあるかの様な有

様」と紹介。高く積み上げた本を持って働くミラー

さんの写真が掲載されている。

1926（大 15）年11月　図書館員の資格を検定で付与；

番人扱ひは大間違ひと…／地方では資格のある館員

は少なく書庫の番人くらいに考えられているが、図

書館員は図書館の基礎をなす大事な役目を持ってい

る。文部当局もその必要性を感じ、図書館養成所の

他に図書館員検定制度を設けるべく計画中である。

1927（昭２）年３月　女図書館員は真ッ平御免と；

養成所来年より女人禁制…／図書館養成所は既に十

数名の女の卒業生を出しているが「女の館員は想像

力に乏しくそれにおめかしにのみ浮き身をやつし」

ていて近頃評判が悪い。文部省は「来年からは女の

入学を許さぬ方針である」と。

1927（昭２）年４月　婦人図書館員を可愛って下さ

い／アメリカの婦人図書館員の活動は素晴らしく日

本婦人は足元にも及ばない、近頃日本の婦人図書館

員の評判が悪いということだが、やっと最近芽を出

したばかりの職業なので温かく盛り立ててほしい、

とは最近帰朝した帝国図書館長の談。

1928（昭３）年３月　学校を出た女の職業案内；長

き特殊の修行を要せぬもの／看護婦、産婆、タイピ

スト、速記者、自動車車掌、電話交換手などととも

に図書館員の名が挙がっている。初任給は 50円程

度で比較的高いほうである。

1929（昭４）年４月　古手の教員を採用せず図書館

学校を新設；卒業生には司書の型書を与え…／図書

館事業には「図書館職員養成所卒業生並に教員上り

の古手をもって」あててきたが、図書館設置計画が

5000 を突破したので、来年、男女共学、修業年限

２年の高等専門学校である図書館学校を創設すると

ともに、検定制度を設け合格者に司書の資格を与え

る計画である。

1929（昭４）８月　女にふさわしく高尚でもある婦

人司書；初任給で五十円位／婦人欄に掲載された記

事。婦人司書は「書物を相手の仕事ですから…気品

もあれば高尚でもあり…職業としては女子に最も適

当」であり、「候補生期間を辛抱さへすれば正式に

司書になり…結婚後も勤めさへ欠かさなければ前途

有望の職業です」と奨励。日比谷図書館で働く婦人

司書の写真を載せている。

1930（昭５）年１月　男女共学で開く図書館学校；

二カ年修行で直ちに司書　明後年から上野で開校／

文部省は図書館令を改正し県立図書館の設置を義務

づけることとなった。そこで司書養成のため、官立

図書館学校創設を計画している。卒業者には司書の

肩書と判任官の待遇を与える。

1930（昭５）年２月　教育機関に生れ変る図書館；

館令を改め大改革「司書」の検定制度も設く／近頃

は入学難、就職難から大学入学を断念する人が増え

たため、大衆教育が重視されるようになった。そこ

で図書館の機能を発揮できるよう図書館令の改正を

検討。改正案の要点は、検定制度を設けて合格者に

司書の資格を与える、養成所を昇格して修業年限２

年の図書館学校とする、など６項目。

1932（昭７）年３月　女子図書館員；講習生募集中

です／図書館員講習所の入学募集。女学校卒業程度、

―戦前の「図書館員」② ―

図書館を離れて（第４４回）

並木 せつ子
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試験科目は国語、地理、歴史、英語の４科目、募集

人員 30名、修業年限１年。

※筆者註：共学なのに見出しも入学資格も女性向けに書

かれている。入学試験が実施されるようになった。

1932（昭７）年６月　図書館令を改め館員を優遇／

図書館令改正について、昨年から立案に着手してい

たが、９月には公布の予定。骨子は府県立図書館の

強制設置、司書の検定試験制度を設ける、館長は専

任、司書は高等官待遇に昇格などである。※筆者註：

改正案に出ていた修業年限２年の図書館学校設置は

いつのまにか立ち消えになっている。

1934（昭９）年３月　誉の紅一点…成績抜群の小林

譲／今年の図書館員養成所の卒業生は 28名（うち

５名は女）であるが、東大や京大などを出た文学士

などもいる中で、女学校出で優秀な成績を勝ち得た

のが小林花子さん。文部当局もその秀才ぶりに驚い

ている。「図書館の発展のために一生をささげたい

と思てゐます」と語る小林さんの顔写真が掲載され

ている。

1934（昭９）年３月　「港の話」（コラム欄）／図書

館養成所の入学志願者は、30名の定員に 248 名の

出願者という大盛況。「元来、当養成所は新進気鋭

の士…を採る社会政策的方針である」にもかかわら

ず、志願者の中に待命になったばかりの西垣新七と

諸沢常三という２人の将校がいた。ともに50歳。「一

応、願書は受けつけたがサテこれをどうするか、目

下協議中である」とのこと。（つづく）

　　　　　　　　　　（なみき せつこ：元図書館員）


